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資料  ３  

 

四万十町の計画策定等 － 人権侵害等の状況について  

 

 

１．第 2 期四万十町子ども・子育て支援計画（令和 2 年 3 月）から  

 

・アンケート調査：平成３１年２月  

調査対象  配布数  有効回収数  回収率  

就学前児童の保護者  ４７０  ３５８  ７６．２％  

小学生児童の保護者  ５０１  ４２０  ８３．８％  

 

 

①子育てについて不安や負担を感じる理由  

項 目  就学前（%）  小学生（%）  

子どもの教育やいじめなどが心配だから  ４２．５   ４８．１   

子どもに関する犯罪や事故が増加していると

感じるから  
２７．５   ２０．４   

 

 

②子どもに関して日常悩んでいることや気になること  

項 目  就学前（%）  小学生（%）  

子どもを叱りすぎているような気がすること  ２６．３   ２８．８   

友達づきあい（いじめを含む）に関すること  １１．５   ３２．６   

子どもに手をあげたり、世話をしなかったり

してしまう  
２．０   １．４   
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２．四万十町第 3 期障害者計画（平成 30 年 3 月）から  

 

・障害者の状況              （令和元年度末）  

身体障害者手帳所持者  １，１５０人   

療育手帳所持者  １６３人   

精神障害者保健福祉手帳所持者  ８９人   

難病患者（指定医療費（指定難病）受給者証所持者） １６１人   

 

・特別支援学級、特別支援学校在籍者数    （令和２年度）  

特別支援学級  小学校 ３０人  中学校  ８人  

特別支援学校  小学部  ２人  中学部  ５人  

 

 ・アンケート調査：平成２９年７月  

調査対象  配布数  有効回収数  回収率  

18 歳未満の障害者の保護者  ３６  １７  ４７．２％  

18 歳以上の障害者  ４４１  ２１１  ４７．８％  

 

 ①「障害者虐待の防止、障害者の擁護者に対する支援等に関する法律（障害

者虐待防止法）」を知っているか  

知っている  知らない  不明・無回答  

２４．２％  ７０．６％  ５．２％  

 

②障害があることで差別・偏見を受けたことがあるか  

区 分  ある  少しある  ほとんどない  不明・無回答  

身体障害者手帳  １５ .７％  ２０ .６％  ５６ .９％  ６ .９％  

療育手帳  ２２ .７％  ２４ .０％  ４６ .７％  ６ .７％  

精神障害者保健福祉手帳  ３２ .４％  ２４ .３％  ４３ .２％  ０ .０％  

 

 ③どのような場面で差別、偏見を受けたか  

項 目  差別・偏見を受けた  

仕事や収入  ３８．８％  

公共の場での人の視線  ３６．５％  

隣近所とのつきあい  ２３．５％  
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３．第 2 次四万十町男女共同参画計画（平成 31 年 3 月）から  

  

・アンケート調査：平成 30 年 9 月  

町民アンケート  

全体  有効回答  男性  女性  

３４８人  ３３９人  １４０人  １９９人  

事業所アンケート  ２６事業所  

 

 

 

①各種ハラスメントについて、「自分が被害を受けたことがある」  

 全体  男性  女性  

①セクハラ  １２．１% １．４% １９．６% 

②パワハラ  ２０．１% １４．３% ２４．１% 

③マタハラ  １．１% ０．０% ２．０% 

 

 

 

②DV の経験について「自分が被害を受けたことがある」  

 全体  男性  女性  

被害を受けたことがある  ７．５％  １．４% １１．６% 
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４．人権に関する県民意識調査（高知県：平成 29 年度）から  

 

 配布数  有効回収数  回収率  

県民意識調査  3,000 人  1,604 人  ５３．５％  

 

 

①あなたは今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

ない  

ある  

無回答  

                    67.1％  

31.1％  

1.8％  

 

 

②どのようなことで人権が侵害されたと思いましたか。（複数選択）  

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口  

名誉・信用のき損、侮辱  

パワー・ハラスメント  

差別待遇  

プライバシーの侵害  

暴力、脅迫、強要  

使用者による時間外労働の強制等の不当な待遇  

ドメステイック・バイオレンス  

なんとなくそう感じた  

公的機関による不当な扱い  

地域社会でのいやがらせ  

セクシュアル・ハラスメント  

家庭での不当な扱い  

悪臭・騒音等の公害  

ストーカー行為  

犯罪、不法行為のぬれぎぬ  

社会福祉施設等での職員からの不当な扱い  

その他  

答えたくない  

               49.3％  

          25.7％  

         24.8％  

       15.0％  

      13.2% 

      12.0％  

      10.0 

      9.8% 

      9.6% 

     9.2% 

     8.8% 

     8.2% 

8.0% 

6.0% 

4.0 

3.8% 

3.8% 

4.0% 

3.6 
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③侵害されたと思ったときにどうされましたか。（複数選択）  

 

何もしなかった  

友人、職場の同僚・上司に相談した  

家族、親せきに相談した  

相手に抗議した  

警察に相談した  

弁護士に相談した  

県や市町村役場に相談した  

法務局や人権擁護員に相談した  

民間団体に相談した  

その他  

覚えていない  

               37.5％  

           30.1％  

          28.3％  

       17.8％  

   5.8% 

   4.6％  

   3.8 

   3.2% 

   2.2% 

    6.0% 

   2.4% 

 

 

④人権を高めるための啓発方法（効果が高いと思う方法、3 つまでの選択）  

 

テレビ、ラジオ  

講演会や研修会  

新聞  

広報誌やパンフレット  

インターネットなど  

人権フエスィバルなどのイベント  

掲示物（ポスターや電車・バスなどの広告）  

映画・ＤＶＤ  

雑誌、週刊誌  

映画や上映会やパネルなどの展示  

その他  

特にない  

わからない  

               56.7％  

           31.5％  

          30.9％  

       18.3％  

      16.5% 

      13.4％  

     11.3% 

     9.1% 

   6.2% 

   6.0% 

   2.6% 

   3.2% 

11.0% 
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⑤人権を尊重する心や態度を育むための教育（3 つまでの選択）  

 

 

すべての児童・生徒が、「自分や他人の人  

権」について考えるような教育を進める  

 

「差別することは悪いことである」という  

意識を持たせる教育を進める  

 

障害のある人や高齢者などとのふれあいの場を  

多くし、交流体験を通じた教育を進める  

 

すべての児童・生徒が自分を肯定的に認  

め、自信が持てるような教育を進める  

 

歴史的な経過や、差別の現状などが理解  

できるような教育を進める  

 

人権問題の解決に向けて、主体的に行動  

できるような教育を進める  

 

その他  

 

特にない  

 

わからない  

 

 

 

               64.2％  

 

 

           36.7％  

 

 

          35.8％  

 

 

          32.2％  

 

 

      27.1% 

 

 

      19.5％  

 

   1.9% 

 

   5.8% 

 

   6.0% 
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⑥人権尊重の社会実現のために必要なこと（3 つまでの選択）  

 

 

学校や社会教育を通じて、人権を尊重する

教育活動を積極的に行う  

 

行政が人権尊重の視点に立って、県民の人権

意識の高揚に向けた啓発活動や様々な施策

を積極的に行う  

 

人権が侵害された被害者の救済・支援をするため

の法整備を促進する  

 

行政が、県民や企業、事業所、ＮＰＯ等の

団体による人権尊重に向けた取り組みを

支援する  

 

公務員などの人権に関わりの深い職業に

従事する人の人権意識を高める  

 

人権が侵害された被害者のための人権相

談や電話相談を充実する  

 

県民自身の取り組みやボランテイア活動

を充実させる  

 

その他  

 

特にない  

 

わからない  

 

 

               63.0％  

 

 

           33.3％  

 

 

          29.6％  

 

 

          28.1％  

 

 

      23.6% 

 

 

     13.7％  

 

     13.3% 

 

 
  1.3% 

 

   6.0% 

 

   9.0％  

 


